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多職種間の連携においては､各職種が役割を効果
的に発揮できるよう、各職種の役割を明確化できる 4　3　2　1
退院支援において､訪問看護の調整について､窓ロ
や方法等について理解し知識を深めることができる 4　3　2　1

4　3　2　1

4　3　2　1
カンファレンスにおいては､連携が促進されるよう

ファシリテートすることができる 4　3　2　1
患者に対し､起こりうる課題を予測して専門･認定看
護師などの専門家の関わりを提案し調整すること

ができる
4　3　2　1

協
働
す
る
力

ケ
ア
の
受
け
手
の
複
雑
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

、
多
職
種

の
力
を
引
き
出
し
連
携
に
活
か
す

退院支援において､患者の退院後の生活を予測で
きる 4　3　2　1

診療報酬などの社会制度も理解した上での調整が
できる 4　3　2　1

多職種との連携において､病院内だけでなく病院外
との調整ができる 4　3　2　1

退院支援において､多様化する退院後の生活の場
について､主体的にケアマネジャーと調整できる

患者の希望に沿った､新たな生活の可能性を広げ
るケアを提案する 4　3　2　1

急変時には､複雑な病態の患者においても、原因や
今後の展開を予測できる 4　3　2　1

患者及び家族(または患者を取り巻く人々)への対
応と今後への準備ができる 4　3　2　1

ケ
ア
す
る
力

最
新
の
知
見
を
取
り
入
れ
た
創
造
的
な
看
護
を
実
践
す
る

どのような複雑な背景や状況にあっても､最適なケア
をすることができる。 4　3　2　1

コミュニケーションに長けており､各患者に最適な対
応ができる。 4　3　2　1

患者に対し､疾患の予後と治療による影響と患者の
生活を考慮しながら対応できる 4　3　2　1

患者の複雑なニーズに対応するため、あらゆる知見
を用いることができる 4　3　2　1

複眼的な視点から迅速に患者の状況をとらえ判断
し､複雑な状況や多様な二ーズをとらえ､必要な介

入を判断できる。
4　3　2　1

患者に対し､疾患の予後と治療による影響や退院
後の生活を予測できる 4　3　2　1

患者から症状の訴えがあった場合､原因としてあら
ゆることを想定し、患者の体内で起こっている現象

を考えながら観察を行い、アセスメントができる
4　3　2　1

他者評価

ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
る
力

ケ
ア
の
受
け
手
や
状
況

(

場

)

の
関
連

や
意
味
を
ふ
ま
え
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
る

□複雑な状況を把握し､ケ
アの受け手を取り巻く多様
な状況やニーズの情報収
集ができる

患者を取り巻く多様な人々がもつ情報の重要性を
理解し､情報収集できる 4　3　2　1

患者と家族(または患者を取り巻く人々)の価値観と
すり合わせ､多角的な側面から二ーズをとらえるこ

とができる
4　3　2　1

□ケアの受け手や周囲の
人々の価値観に応じた判断
ができる

項目
【レベル毎の

目標】
【行動目標】 実際例 成果と評価できる行動

自己評価
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ラダー評価表　ラダーS-1
評価日　　　年　　　　月　　　日

4：現ラダー以上ことが出来る　　　3：できる
2：ほぼできる　    1：到達までには課題がある

レベルⅠの定義 より複雑な状況において、ケアの受け手にとっての最適な手段を選択しOLを高めるための看護を実践する

患者の希望に沿った生活が困難な状況であって
も、患者の希望や価値観､尊厳を尊重できる 4　3　2　1

□ケアの受け手の複雑な
ニーズに対応するためあら
ゆる知見(看護および看護
以外の分野)を動員し､ケア
を実践･評価･追求できる

□複雑な問題をアセスメン
トし､最適な看護を選択でき

る

　患者に対して指導をする場合､予測的な視野を持ち
ながら、患者の反応に応じて段階的に説明する事

ができる
4　3　2　1

患者の思いや理解度を確認しながら､対処方法や
予防方法を説明することができる 4　3　2　1

□多職種連携が十分に機
能するよう､その調整的役

割を担うことができる

□複雑な状況(場)の中で見
えにくくなっているケアの受
け手のニーズに適切に対応
するために、自律的な判断
のもと関係者に積極的に働

きかけることができる

 多職種間の連携においては､患者に関わることので
きるような連携を促進することができる



／ ／ ／
他者評価項目

【レベル毎の
目標】

【行動目標】 実際例 成果と評価できる行動
自己評価

レベルⅠの定義 より複雑な状況において、ケアの受け手にとっての最適な手段を選択しOLを高めるための看護を実践する

□高度な看護実践中でロー
ルモデルになれる

□看護協会主催のラダーⅣ
からマネジメントレベルの研
修に参加できる

□特殊なまたは専門的な能
力を必要とされる役割を遂
行できる

□指導的な役割を遂行でき
る

□タイムマネジメントが行え
る

□看護師としてモラルある
行動が出来る

難易度 業務目標及び業績 業務知識・スキル 対人能力 課題解決能力 情意・モラル 師長評価
２次
評価

最終
評価

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

業
績

看
護
師
と
し

て
模
範
と
な

る
行
動
が
と

れ
る

部署の業務が時間内終了するようメンバーに働き
かけながら計画性を持って看護に取り組んでいる 4　3　2　１
身だしなみや接遇（言葉遣いや表情・態度など）看

護師として責任ある行動に取り組んでいる
また、必要時はメンバー指導ができる

4　3　2　１

年度

年度

年度

年度

年度

年度

組
織
的
役
割
遂
行
能
力

(

管
理

）

所
属
す
る
職
場
で

、
特
殊
な

又
は
専
門
的
な
能
力
を
必
要

と
さ
れ
る
役
割

、
又
は
指
導

的
な
役
割
を
遂
行
で
き
る

委員の役割を果たすあたり、自己の意見を持ちリー
ダー的立場で行動できる 4　3　2　1

メンター・学生指導の役割が遂行できるよう担当者
にアドバイスできる 4　3　2　1

自部署の問題点を発見・分析し、部署の課題を明
確にして目標の設定や計画立案ができる 4　3　2　1

部署目標達成の為の活動を評価し、指導のもと計
画の修正ができる 4　3　2　1

上記以外の研修参加
4　3　2　0

Web研修(院内指定の研修は除く)
4　3　2　0

意
思
決
定
を
支
え
る
カ

複
雑
な
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て

、
多
職
種
も
含

め
た
調
整
的
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る

□適切な資源を積極的に
活用し､ケアの受け手や周

囲の人々の意思決定プロセ
スを支援できる

　

看護研究に指導的立場で参加することが出来る 4　3　2　0自
己
教
育
・
研
究
能
力

単
独
で
専
門
領
域
や
高
度
な
看
護
技
術
な
ど
に
つ

い
て
の
自
己
教
育
活
動
が
展
開
で
き
る

業務改善コース参加者のサポートが出来る 4　3　2　0

看護協会主催のラダーⅣ～マネジメントレベルの研
修に参加できる 　3　2　0

高度な看護実践を習得し、他者にモデルを示す事
ができる 4　3　2　0

患者と家族(または患者を取り巻く人々)が自ら決定
できたり考えたりすることができるように積極的に踏

み込んで関わる
4　3　2　1

患者と家族(または患者を取り巻く人々)が自ら決定
できたり考えたりすることができるように積極的に関

わることができる
4　3　2　1

幅広い知識から､様々な案を提示することで､意思
決定プロセスを促進させることができる 4　3　2　1

4　3　2　1

患者や家族(または患者を取り巻く人々)、医療ス
タッフの意向が異なる場合において､意向の違いの
原因をとらえ､カンファレンスを開催し調整すること

ができる
4　3　2　1

複雑な意思決定場面において､患者と家族(または
患者を取り巻く人々)を尊重し寄り添い続けることが

できる 4　3　2　1
患者と家族(または患者を取り巻く人々)の意思決定

に関わるゆらぎに寄り添い支えることができる

□看護単位の課題を明確
化し改善できる

　

□看護単位における教育
的役割が取れる

□自己スキルアップのため
に院外活動・学会に参加で

きる


